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キシュウスズメノヒエ（ヨバイ草）、セリ等が多発している田では、耕起前にラウンド
アップマックスロードで、事前処理をしてから、耕起作業を行って下さい。
除草効果を高めるため、適期散布をして下さい。
除草剤使用後、3～4日間は水深が3～5cmに保たれるように注意して下さい。
投込剤（パットフルエース）を使用する際は、浮き草・藻類の発生があると拡散しない
ので注意して下さい。
雑草が残った場合は、クリンチャーバスME液剤、または、ヒエクリーンバサグラン粒
剤で処理して下さい。

箱処理剤の効果

田植えの適期は6月8日～14日頃が
良いでしょう。

箱防除の徹底 ジャンボタニシ対策

またはまたは または

コブノメイガ・ニカメイチュウ対策
嵐プリンス箱粒剤10

50g/箱

ツマグロヨコバイ対策
ブイゲットアドマイヤー粒剤

50g/箱

田植え後～7日間
キタジンP粒剤
5kg/10a

※嵐プリンス箱粒剤10
使用の場合は必要ありません

田植え後～収穫90日前
スクミノン粒剤
4kg/10a

スタークル粒剤
3kg/10a トレボン粒剤

3kg/10a
（収穫21日前まで）

スタークル豆つぶ
250g/10a

オリブライト1キロ粒剤
1kg/10a

いもち病・紋枯病対策

+ パダントレボン粒剤L
3kg/10a

コブノメイガ・ウンカ対策
カメムシ・ウンカ対策 ウンカ対策




